
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

国
道
３
号
に
隣
接
す
る
部
分
の
工

法
の
変
更
に
よ
り
３
千
７
０
０
万
円

の
減
額
を
し
た
。
道
路
と
隣
接
す
る
土

地
の
地
盤
改
良
に
よ
り
埋
め
殺
し
予

定
の
一
部
分
の
矢
板
が
不
用
と
な
り

工
事
費
の
減
と
な
っ
た
。 

 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、
教
育
委
員
の
任
命
、
各
一
名 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
（
三
名
） 

平
成
２
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

〃 
 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

〃 
 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

〃 
 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

〃 
 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

〃 
 

地
域
し
尿
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

〃 
 

住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

平
成
２
６
年
度
一
般
会
計
予
算 

〃 
 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算 

〃 
 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算 

〃 
 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算 

〃 
 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

〃 
 

地
域
し
尿
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算 

〃 
 

住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算 

景
観
条
例
の
制
定 

道
路
占
有
料
条
例
の
改
正 

附
属
機
関
設
置
条
例
の
改
正 

職
員
の
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
改
正 

市
道
路
線
の
認
定
、
廃
止
及
び
変
更 

建
設
工
事
委
託
の
基
本
協
定
変
更 

駅
東
地
区
の
公
共
下
水
道
施
設
整
備
の
協
定
の
変
更 

消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
条
例
の
改
定 

福
津
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
制
定 

微
小
粒
子
物
質
の
対
策
を
求
め
る
意
見
書 

同
意 

〃 議
案 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 
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福津市３月議会は、２月２５日から３月２０日ま

で開催されました。専決処分をした報告４件、人権

擁護委員推薦などの人事に関わる同意５件、平成２

５年度の補正予算及び平成２６年度予算などの議案

２５件でした。 

 
 

 

 

山
田 

宏
子
さ
ん 
福
間
駅
前
在
住

を
同
意
し
た
。 

任
期
は
平
成
２
６
年
７
月
１
日
～
平

成
２
９
年
６
月
３
０
日 

笠
置 

千
晶
さ
ん 

東
福
間
在
住
を

同
意
し
た
。 

任
期
は
平
成
２
６
年
４
月
７
日
～
平

成
３
０
年
４
月
６
日 

 

大
変
な
市
民
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
反
対
し
ま
し
た
。 

 

 豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
が
織
り

な
す
景
観
保
全
・
育
成
・
創
造
し
、
こ

れ
ら
を
活
か
し
て
持
続
的
に
は
発
展

す
る
景
観
づ
く
り
の
た
め
。
建
築
物
の

高
さ
・
色
彩
・
開
発
等
制
限
あ
り
ま
す
。 

 

公
共
下
水
道
福
間
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
工
事
変
更
で
１
０
億
４
０
０
万
円

減
額
し
た
。
流
入
水
の
精
査
に
よ
り
４

池
目
運
転
時
期
尚
早
に
よ
り
機
械
・
電

気
設
備
の
整
備
を
見
送
っ
た
た
め
で

す
。 

３
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
反
対

討
論
と
し
ま
す
。 

４
月
か
ら
の
公
共
施
設
の
部
屋
使

用
料
な
ど
の
値
上
げ
が
組
み
込
ま
れ

込
れ
、
消
費
税
が
上
が
る
と
い
う
が
、

公
共
施
設
利
用
料
に
は
消
費
税
は
か

か
ら
な
い
。 

ま
た
、
市
民
の
身
近
な
生
活
道
路
な

ど
の
予
算
が
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。 

福
間
庁
舎
の
実
施
設
計
委
託
料
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の
試
算

で
も
津
屋
崎
庁
舎
の
整
備
費
を
含
め

て
約
１
４
億
円
か
か
り
ま
す
。
こ
の
お

金
、
市
民
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
優
先

的
に
使
う
べ
き
で
す
。 

同
和
地
区
排
水
施
設
の
補
助
金
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
地
区
や

市
民
に
対
し
て
補
助
金
で
あ
り
逆
に

不
公
平
が
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。 

大
和
公
園
内
の
く
ぼ
み
に
足
を
す
べ

ら
せ
、
５
９
日
間
の
人
身
損
傷
を
与
え

た
こ
と
に
よ
り
１
０
万
８
０
０
０
円
の

賠
償
金
を
支
払
っ
た
。 

津
屋
崎
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
お
い
て

長
期
間
係
留
費
を
払
わ
な
い
た
め
契
約

者
に
桟
橋
の
明
け
渡
し
請
求
と
２
４
万

６
０
０
０
円
の
支
払
い
を
求
め
る
訴
え

の
提
起
を
し
た
。 

 平成２６年度 

当初予算 

昨年度 

増減（％） 

主な要因 

人件費 27億 5755万円 △2.2％ 一般職員数の減少等、職員給与・各種手当等あわ

せて前年 4000万円の減が要因として挙げられる。 

物件費 27億 4780万円  7.2％ 消費税増、各選挙、各種システム委託料、防災関

係作成、市政 10周年記念事業等々新規事業が要因。 

扶助費 42億 4535万円  7.5％ 医療費扶助費等の増加により、生活保護事務扶助

費、障害者支援給付費、子ども医療費等増額が要因。 

事業費 27億 2190万円 16.3％ 武道場整備事業、小学校給食施設整備、学童保育

整備、ＪＲ福間駅東口駐輪場整備事業等々新たに計

上したことなどが要因として挙げられる。 

公債費 19億 2142万円  2.6％ 合併特例債等の元金償還増加等が要因。 

繰出金 21億 9696万円  7.2％ 介護保険事業への繰り出し増、国民健康保険事業

への繰り出し、公共下水道事業等々の繰り出し増が

要因として挙げられる。 

その他 33億 7718万円 △1.9％ 認定こども園事業費補助、古賀高校負担金が新た

に計上されたもの減債基金が減少したことが要因。 

合計 199億 6814万円 4.9％  

※事業費は、普通建設事業費と災害復旧事業費の合計。 

※平成 25年度（昨年度）当初予算は骨格予算のため、6月補正後の肉付け予算額が含まれている。 

 

 


